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だ
き
た
く
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

内
有
数
の
豪
雪
地
で
あ
り
ま
す

十
日
町
市
・
津
南
町
か
ら
選
出

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
豪
雪
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
除
雪
費
に
か
か
る
財
政

負
担
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
、
地
方

の
実
情
を
踏
ま
え
た
予
算
確
保

を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

地
方
が
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
安

全
、
安
心
を
実
感
で
き
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
道
路
整

備
に
よ
り
、
命
の
道
と
し
て
緊

急
搬
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
る
と
と
も
に
、
人
口
集
中
の

是
正
や
交
流
人
口
の
増
加
、
物

流
の
効
率
化
に
よ
る
産
業
の
地

方
分
散
な
ど
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
強
く
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

来
県
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
米
こ

し
ひ
か
り
や
、
新
鮮
な
日
本
海

の
幸
な
ど
の
秋
の
味
覚
や
新
潟

清
酒
を
ぜ
ひ
と
も
ご
堪
能
い
た

に
も
、
道
路
整
備
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
重
大
、
増
大
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
県

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
潟
県
と

山
形
県
を
結
ぶ
日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道
、
朝
日
～
温
海
道

路
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
国
各
地
に
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
と
い
わ
れ
る
多
く
の
未

整
備
路
線
が
あ
り
ま
す
。
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
道
路
が

一
日
も
早
く
整
備
さ
れ
ま
す
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
施
設
の
老
朽
化

対
策
や
、
歩
道
整
備
な
ど
の
安

全
施
設
整
備
も
着
実
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
本
日
ご

列
席
の
皆
様
か
ら
、
な
お
一
層

の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
道
路

整
備
予
算
の
確
保
を
強
く
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
県
は
豪
雪
地
域
を

有
し
、
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
長
野
県
境
、
国

ら
も
最
も
重
要
な
社

会
資
本
整
備
で
あ
り

ま
す
。
本
県
に
お
き

ま
し
て
は
、
中
越
大

震
災
、
中
越
沖
地
震

と
二
度
の
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
に
は
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
各

地
域
に
未
曾
有
の
被
害
を
お
よ

ぼ
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
被

害
で
も
、
被
災
地
へ
の
緊
急
輸

送
や
復
旧
、
復
興
を
支
え
た
の

は
、
整
備
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
し
た
。
近
い

将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
、
ま
た
各
地

で
火
山
活
動
が
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
。
避
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
災
害
で
あ
っ
て
も
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

本
日
は
古
賀
会
長
様
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
道
路
整
備
の
促

進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
多
く
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
本
県
で
全
国
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
歓
迎
を
い
た
し
ま
す


申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

道
路
は
日
常
生
活
は
も
と
よ

り
、
経
済
活
動
を
支
え
る
と
と

も
に
、
防
災
、
減
災
の
観
点
か

が
、
地
方
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ら
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
対

策
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
地
方
創
成
は
人
口

減
少
に
よ
る
地
方
の
衰
退
に
対

応
す
る
た
め
総
力
を
挙
げ
て
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
促
進
や
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を

重
視
し
た
道
路
整
備
を
進
め
、

地
域
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

国
の
道
路
関
係
予
算
は
当
初

予
算
ベ
ー
ス
で
は
横
ば
い
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
が
、
維
持
・

修
繕
費
用
が
年
々
増
加
し
て
い

る
た
め
、
新
規
道
路
整
備
予
算

は
減
少
傾
向
に
あ
る
の
が
実
態

で
あ
り
ま
す
。
防
災
、
減
災
、

老
朽
化
対
策
を
進
め
る
と
同
時

に
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

に
よ
る
地
方
創
成
も
推
進
す
る

た
め
に
、
道
路
予
算
の
一
層
の

拡
充
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
深
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
意
見
発
表
と
い
た
し
ま

す
。

望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
豪
雨
、
地

震
、
火
山
活
動
の
活
発
化
な

ど
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
が
、
４
年
前
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
、
日
本
海
側
の
高
速

道
路
網
が
被
災
地
へ
の
物
資
運

搬
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

日
本
海
東
北
自
動
車
道
、
朝
日

～
温
海
間
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
解
消
や
、
上
信
越
自
動
車

道
、
磐
越
自
動
車
道
の
４
車
線

化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と

は
、
万
一
の
大
災
害
に
備
え
る

た
め
に
も
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
災
害
時
の

代
替
道
路
と
し
て
、
高
速
道
路

と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
が
、
今
、
我
が

国
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。
平
成

28
年
度
予
算
概
算
要
求
の
基
本

方
針
に
お
い
て
は
、
防
災
、
減

災
、
老
朽
化
対
策
、
地
方
創
成

な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す

津
南
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
見

て
、
地
元
産
の
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
、
人
々
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

交
流
人
口
の
増
加
に
も
懸
命
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

当
町
の
よ
う
な
公
共
交
通
機

関
の
少
な
い
中
山
間
地
域
で

は
、
道
路
は
日
常
生
活
に
お
い

て
も
、
ま
た
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
る
地
域
活
性
化
策
を
図
る

う
え
か
ら
も
、
最
も
重
要
な
社

会
資
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
路
線
で
あ
り
な
が
ら

２
車
線
確
保
が
で
き
て
い
な
い

国
道
１
１
７
号
線
の
灰
雨
バ
イ

パ
ス
の
促
進
や
、
首
都
圏
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
最
重
要
路
線
に
も

か
か
わ
ら
ず
昨
年
４
月
か
ら
二

度
に
わ
た
る
土
砂
崩
れ
で
通
行

止
め
と
な
る
な
ど
地
域
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
お
り

ま
す
、
国
道
３
５
３
号
線
十
二

峠
の
新
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
、
ま

た
、
広
域
連
携
、
交
流
促
進
の

た
め
の
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快

速
道
路
の
事
業
促
進
を
強
く
要

た
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
豪
雪

は
、
嬉
し
く
も
豊
富

で
き
れ
い
な
地
下
水

と
、
み
ず
み
ず
し
く

て
お
い
し
い
農
作
物

を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。
昨
年
か
ら
、

全
国
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
で
一
斉
発
売
さ
れ
た
津

南
の
天
然
水
は
、
お
陰
様
で
今

年
か
ら
日
本
航
空
の
国
際
線
で

も
提
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
津

南
町
は
、
昨
年
12
月
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の

夏
、
十
日
町
市
と
と
も
に
開
催

し
た
大
地
の
芸
術
祭
に
は
、
国

内
外
か
ら
51
万
人
も
の
皆
様
方

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

津
南
町
は
新
潟
県
の
最
南
端

に
位
置
し
、
長
野
県
の
北
端
と

接
す
る
人
口
１
万
人
余
り
の
山

あ
い
の
町
で
あ
り
ま
す
。
長
野

県
か
ら
流
れ
る
千
曲
川
が
新
潟

県
に
入
り
、
信
濃
川
と
名
を
変

え
、
町
を
縦
貫
し
て
い
る
町
で

あ
り
ま
す
。
全
国
に
名
だ
た
る

豪
雪
地
で
、
生
活
に
支
障
を
き

道
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
佐
賀
県
・
末
安
伸
之
み
さ
き

町
長

▽
熊
本
県
・
大
西
一
史
熊
本
市

長▽
特
別
会
員
・
今
枝
良
三
前
田

道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長

【
新
承
認
副
会
長
】

▽
北
海
道
・
佐
々
木
俊
雄
北
海

道
議
会
議
員

【
新
指
名
常
任
理
事
】

▽
北
海
道
・
平
尾
一
彌
北
海
道

バ
ス
協
会
会
長

▽
北
海
道
・
武
田
裕
二
北
海
道

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長

▽
山
梨
県
・
志
村
学
富
士
川
町

長▽
岡
山
県
・
壷
坂
須
美
男
岡
山

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

▽
熊
本
県
・
大
西
一
史
熊
本
市

長

〈
敬
称
略
〉

【
新
選
出
理
事
】

▽
北
海
道
・
佐
々
木
俊
雄
北
海

道
議
会
議
員

▽
北
海
道
・
平
尾
一
彌
北
海
道

バ
ス
協
会
会
長

▽
北
海
道
・
武
田
裕
二
北
海
道

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長

▽
秋
田
県
・
福
原
淳
嗣
大
館
市

長▽
山
形
県
・
阿
部
淳
司
第
一
貨

物
㈱
安
全
管
理
部
長

▽
新
潟
県
・
村
山
秀
幸
上
越
市

長▽
山
梨
県
・
志
村
学
富
士
川
町

長▽
山
梨
県
・
堀
内
茂
富
士
吉
田

市
長

▽
愛
知
県
名
古
屋
市
・
田
口
一

登
名
古
屋
市
議
会
議
員

▽
岡
山
県
・
壷
坂
須
美
男
岡
山

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

▽
愛
媛
県
・
清
水
一
郎
伊
予
鉄

こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
定
住
人
口
で
は
な
く
、
他
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
が
仕
事
で
あ
り
、
観
光
で

あ
り
、
理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
そ
の
地

域
に
入
り
、
出
て
い
く
。
つ
ま
り
交
流
が

行
わ
れ
る
「
交
流
人
口
」
を
基
準
に
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ

る
ら
し
い
。
そ
し
て
、
当
然
、
交
流
を
行

う
た
め
に
必
要
な
道
路
や
鉄
道
等
そ
の
た

め
の
ツ
ー
ル
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
社
会
資
本
整
備
は
そ
の
整
備

を
行
う
時
の
経
済
効
果
に
関
心
が
向
き
や

す
い
が
、
本
来
の
社
会
資
本
は
整
備
さ
れ

た
後
に
そ
の
効
果
を
大
き
く
発
揮
し
て
い

く
。
社
会
資
本
は
地
震
、
津
波
、
洪
水
等

か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
や
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
。
身
近
に
あ
る
道
路
の
効
果
が

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
等
の
解
消
も
含
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
、
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

は
整
備
を
す
る
こ
と
ま
で
が
目
的
で
は
な

く
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
本
来

の
目
的
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

今
後
、
国
全
体
の
人
口
が
減
少
し
て
い

く
。
東
京
も
い
ず
れ
人
口
が
減
少
し
て
い

く
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
と
な
る
と
、
一

定
の
範
囲
（
例
え

ば
、
都
道
府
県
）
だ

け
が
人
口
を
増
や
し

て
い
き
、
そ
し
て
そ

れ
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
自
ら

の
生
活
基
盤
と
す
る
地
域
だ
け
が
経
済
的

に
豊
か
な
で
、
利
便
性
が
あ
り
、
医
療
施

設
が
充
実
し
て
い
く
等
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
な
い
の
か
。

地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
に
は
、
そ
の

地
域
に
人
々
が
い
て
、
活
動
を
し
て
い
る

青
森
市
・
盛
岡
市
・
秋
田
市
に
つ
な
が

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
心
に
位

置
し
て
い
る
秋
田
県
大
館
市
へ
の
企
業
立

地
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
平
成
24
年
以
降
で

27
工
場
２
０
６
億
円
の
設
備
投
資
を
創
出

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
長
野
県
佐
久
市
周
辺
で
は
、
上

信
越
道
、
中
部
横
断
道
等
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
佐
久
総
合
病
院
を
中
心

と
す
る
救
急
医
療
体
制
を
構
築
し
、
新
潟

県
村
上
市
で
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動

車
道
の
整
備
を
見
越
し
て
航
空
機
内
装
品

の
世
界
的
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が
進
出
し
事

業
を
拡
大
、
地
域
経
済
に
も
貢
献
し
て
い

ら
、
渋
滞
損
失
時
間
は
約
５
割
減
少
し
て

い
る
。
先
月
31
日
に
は
、
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
の
埼
玉
県
内
区
間
が
全
線
開

通
し
、
東
北
、
関
越
、
中
央
、
東
名
の
各

自
動
車
道
が
同
連
絡
道
路
経
由
で
つ
な
が

っ
た
。
同
連
絡
道
路
が
早
期
に
開
通
し
た

区
間
の
沿
線
地
域
で
は
、
効
率
的
な
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強

化
さ
れ
、
民
間
の
投

資
を
喚
起
す
る
こ
と

に
よ
り
、
製
造
品
出

荷
額
の
伸
び
が
埼
玉

県
と
東
京
都
の
全
体

平
均
の
約
１
・
５
倍

に
な
り
、
地
価
の
上

昇
率
も
各
県
の
平
均

を
大
き
く
上
回
り
、
供
用
区
間
の
延
伸
で

さ
ら
な
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
首
都
圏
以
外
で
も
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
目
に
見
え
る
形
で
表
れ

て
い
る
。

道
路
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

社
会
資
本
整
備
に
か
か
る

効
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の

整
備
を
行
う
い
わ
ゆ
る
公

共
事
業
に
伴
う
生
産
活
動
の
創
出
、
雇
用

の
誘
発
、
所
得
増
加
に
よ
る
消
費
の
拡
大

を
目
的
と
し
た
フ
ロ
ー
効
果
と
社
会
資
本

整
備
後
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
分
け
ら
れ
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
は
さ
ら
に
以
下
の
三
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
地
震
、
津
波
、

洪
水
等
へ
の
災
害
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
「
安
全
・
安
心

効
果
」
。
第
二
は
、
衛
生
状
態
の
改
善
、

生
活
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
な
ど
の
生
活
水

準
の
向
上
に
寄
与
し
、
生
活
の
質
を
高
め

る
「
生
活
の
質
の
向
上
効
果
」
、
第
三
に

移
動
時
間
の
短
縮
、
輸
送
費
の
低
下
等
に

よ
っ
て
経
済
活
動
の
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
「
生
産
拡
大

効
果
」
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
年
３
月
に
首
都
高
速
中
央

品
川
環
状
線
の
開
通
後
、
中
央
環
状
線
内

側
の
利
用
交
通
量
は
約
５
％
の
減
少
な
が
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昭
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